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2001年留学生相談室活動報告
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'
4月 に留学生相談室が開設され て , 8 ヶ月が経 っ た｡ こ の 間, 留学生相談室で は, 留学生を生
活面, 学業面の 二面か ら支援する ことを目指して活動して きた｡ 生活面で は , 1) 留学生相談,
2) 留学生と 日本人学生の 交流行事を, 学業面で は, 3) 日本語 コ ー ス の 運営, 4) コ ン ピ ュ ー
タ に よ る日本語学習を中心とし て活動 して きた｡ 現状を記録し, 今後 へ の指針とするため に , 20
01年の留学生相談室 (以下 相談室)の 活動内容を報告する｡
1 . 留学生相談
国際交流会館の相談室で は, 週 4回 (月･ 火 ･ 木 ･ 金) の午後をオ フ ィ ス ア ワ ー と して 開放し て
い る｡ 相談と い う堅苦しい雰囲気 ではなく , 雑談の 中か ら問題の早期発見を目指 して , 立 ち寄り
や すい雰囲気を心が けて い る｡ ( [表1] 参照)
い っ も茶菓を用意 して おき , 一 緒 に昼食をとり , 雑談する中で , 留学生の主に生活面で の 問題
を見 つ け出し, 早期解決を図りたい と い う担い で あ る. 車 の購入や ア パ - ト探 しに つ い て , 病院
[表 1] 留学生相談室月別来談者数
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選びや結婚式の服装, 祝儀 に つ い て等, 様 々 な相談が持ち込まれる｡
相談室開設当初の 4月 は相談室の存在自体が知 られ て お らず, 月別来談者数も - 日平均来談者
も少なか っ たが , 5 凡 6月と相談室の認知とともに来談者が増加した. そ の 後, 夏休みを挟ん
で やや減 っ たが , 10月 にま た来談者数が増加 し, そ の 後また減少して い る｡ 多数 の外国人学生 ･
研究者が来日する4, 5月と10月 に来談者数が多い こ とが わかる｡
さ ら に , 来談者総計の 身分の内訳を [表1] で 医薬大の外国人学生 ･ 研究者の 全体像の 内訳と
比 べ ると, 研究者 は構成比と来談者の割合が比較的近いが , 正規 の学生 は来談者が相対的に少な
く , 家族等 ｢その他｣ に分類される人の来談する割合が高い ことがわかる ｡ 交流会館の相談室は
大学の 建物と離れて い る の で , 交流会館に 住ん で い る留学生と, 午後の 日本語 コ ー ス に 参加し て
い る学生は相談室を訪ねやすい が, 滞在年数が長く, ク ラ ス に在籍して い な い正規の留学生は訪
れに くい ためと考え られ る｡ 日本 の生活に 慣れ て くると, 問題が比較的少なく なるとも考えられ
る｡
相談室来談者の 出身国別人数構成は [表2] に示し, 日本人を除い た出身国別来談者の 内訳を,
本学 の外国人学生 ･ 研究者の 出身国別の 内訳と比較する｡
[表2] 留学生相談室来談者出身国別人数 (日本人を除く)
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中国, 韓国, タ イ の 上位3 カ 国出身の 留学生の 場合, タ イ は構成比と来談者の割合がは ぼ等し
く , 中国は来談者がやや多 いが , 韓国は構成比に 比 べ て 来談者が極端に 少な い こ とが わか る｡
｢そ の 他の ア ジ ア｣ 出身者は構成比よりや や低い が , ア フ リ カ 出身者は ク ラ ス に在籍 して い る学
生が頻繁に訪れ る の で , 相談室を訪れる割合が高くな っ て い る｡ そ れ に対 して , 韓国 の学生は国
際交流会館の 日本語 コ ー ス に 全く参加して い な い こ とか ら, 相談室に もあまり立ち寄らな い と考
えられる ｡ 韓国 の留学生が 日本語 コ ー ス に 参加 しな い 理由が , 日本語に不自由しな いと いう こ と
で あれば問題ないが , 調 べ て み る必要が感じられる｡
相談室に 来な い学生の状態を ど の よう に把握するか , どの よう に コ ン タ ク ト を取るかが今後の
課題で あ る｡
2 . 国際交流行事
本学に は従来 , 留学生 の親睦組織TIF S A(Toy am alka-yak ka-daigaku Fo re.
ign Students
Ass ociation) と, 日本人学生の 作 っ た交流組織とし て 国際医療研究会とE S S が活動して い た｡
TIF S A とE SS は春 に新入生歓迎会を開き, 国際医療研究会は毎月留学生を招い て 各国の医療事
情に つ い て 発表会を開い て いる. 今年新た に , 相談室で 国際交流ボラ ン テ ィ ア を募集した結果,
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新入生を中心 にJoy-Co m (Joyful Co mpa ny) と い う組織が誕生した o 相談室は, TIFSA の新
入生歓迎会を支援し, Joy- Co mを育て , ま た各団体間の 協力体制を進め た｡ 7月 に はJoy-Co m
と国際医療研究会が , 初め て合同で バ - ベ キ ュ - ･ パ ー テ ィ ー を開 い た｡ 12月 に は4団体共催で
忘年会を開き, そ こ に , 教養 の異文化交流セ ミ ナ ー の 日本人学生も招い て交流を図 っ た｡ 国際交
流を目指す グ ル ー プ 間の 連絡が次第に密に なり, 行事を共催するこ と で参加人員も増加して き て
い る｡ 相談室で は夏休み に茶話会を3回開い た｡
[表3】 2001年国際交流関係行事 (4月 - 1 2月末)
月 日 行 .事 参加者
4 月 28 日 TⅠF S A に よ る留学生新歓 パ - テ ィ ー 留学生17人,.日本人 3人, 計20人
7 月 12 日 チュ ー タ ー . オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 留学生 6人, 日本人10人, 計16人
7 月 14 日 Joy-Co m に よ る バ - ベ キ ュ ー . パ ー テ ィ ー 留学生18人, 日本人14人, 計32人
7 月 26日 相談室 に よ る茶卵 パ ー テ ィ ー 留学生14人,.日本人 4人, 計18人
8 月 17 日 相談室 に よ るス イ カ . パ ー テ ィ ー 留学生20人, 日本人 5 人, 計25人
8 月 31 日 相談室 に よ るス イ カ . パ ー テ ィ - 2 留学生18人, 日本人 3人 , 計21人
11月 23 日 国際交流親善旅行 五箇山 バ ス 遠足. 留学生26人,.日本人 7人, 計33人
12月 21 日 4団体共催 に よ る忘年会 留学生2&人, 日本人24人 , 計50人
11月 に は本学の公式行事, 国際交流親睦旅行とし て五箇山 - バ ス 遠足を行 っ た｡ バ ス 遠足に も
国際医療研究会やE S Sの 日本人学生4名が参加 し, さ ま ざまな場面で留学生と 日本人学生の 交流
が深ま っ て きて い る｡ ま た, 7月 に は学生課主催で留学生の世話をするチ ュ ー タ ー を集め て , チ ュ ー
タ ー ･ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を初め て開 い た｡ チ ュ ー タ ー の 果 たす べ き役割, 注意点な どを説明し,
自覚を促した｡ 真 に留学生の 役に立 っ チ ュ ー タ ー と な るよう , 今後とも指導を続 けて いく必要が
ある｡
留学生と日本人学生の 交流は, 今ようやく始ま っ た ばかり で ある｡ こ れ ま で個別 に活動して い
た交流団体が協力 して 行事を行い , よ り大きな効果を上げ るよう に な っ た｡ こ う した交流は, 日
本 の文化や習慣を知る上で 留学生に と っ て益が あるばかり で はなく, 視野を広め , 思 い やりを身
に つ け, 国際性豊かな人間となる こと で 日本人学生に も大きな教育効果が期待され る｡ 今後も交
流を広め, 留学生と 日本人学生の間に , 相互理解と真の 友情を育む ことを目指して いきた い ｡
3 . 留学生の 日本語 コ ー ス
本学は現在, 2学部だ け の小規模な大学で あり , 留学生の 日本語能力に合わせ て , 十分な数の
日本語 ク ラ ス を提供する ことは難 しい ｡ ま た , 留学生の 日本語能力は初, 中級が 中心で あり , 上
級 レ ベ ル の 学生は特に少な い等, 人数構成も非常に非対称で ある｡ こ の ような現状で 日本語 コ ー
ス を開講し, 十分な教育効果を挙げる こと に は困難が伴う｡ 今年度は, 旧来 の 日本語 コ ー ス を改
編し, 本学の 日本語 コ ー ス の 基本構想を固め た｡
3. 1 昨年まで の 日本語補講 コ ー ス
従来, 国際交流会館の 日本語補講は, 非常勤の外国人と日本人の 講師が週1回ず っ担当し, そ
′
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の 他に 薬学部で は週1回, 日本語補講が行われ て い た｡ 総時間数も少なく , 漢字圏と非漢字圏の
母語別ク ラ ス で あ っ た め, 特 に 医学部の 留学生に と っ て は, 日本語能力に かかわ らず全 レ ベ ル 合
同の 週1回しか , 授業が な い状態で あ っ た｡ こ の よう な日本語補講で は , 効果的な日本語学習は
極めて 難しか っ た と推測される｡
[表4] 留学生日本語補講 コ ー ス (2000年度まで)
曜 日 と時間
薬学部専門 日本語
(原)
日 本 語
( 原)
･ 日 本 語
(魔)
3 . 2 春季日本語 コ ー ス
2001年度当初, 上記 の ような状態の 日本語補講に , 能力別ク ラ ス の 導入と授業時数の 増加が急
務で あ っ た｡ 春季日本語 コ ー ス は, まず母語別ク ラ ス を解体し て能力別ク ラ ス を導入し, 日本語
を習う必要性が最も高い初級 レ ベ ル の ク ラ ス を補強するこ とから始めた ｡
専任教官が週2回加わり, 非常勤講師と組ん でク ラ ス を担当する こと で , 初級をA Bの 2 クラ
ス に 分け, 週 2回ず っ 開講した｡ 薬学部の専門日本語補講ク ラ ス を初中級 レ ベ ル の 日本語C クラ
ス と読み替える こと で , 全体と して 3 レ ベ ル の日本語 コ ー ス を設ける ことが で きた . 週2回の 2
ク ラ ス 編成で , 最後ま で授業に参加 し修了すれば , 日本語能力の進歩を実感で きる程度に , 学習
進度を上げるこ とが で きた｡
[表5] 留学生相談室 2001年度春季日本語 コ ー ス 時間割
曜 日と 時間L
日 本語 C
(原)
日 本.語 B 日~.本 語 A 日 本語 B 日本語 A
(鎌田) (嘩) (磨) (鎌田)
しか し, 補講 の 日本語 コ ー ス は参加が義務で はな い ため, 最後ま で 授業に参加し, 修了する学
生は全体的に少な い ｡ 以下 [表6] に ク ラ ス の登録者と修了者を示す0
[表6] レ ベ ル 別ク ラ ス 萱韓者と修了者
春 季 コ ー ス 秋 季 コ ー ス
.の ベ 登録者数 修了者数 の ベ 登録者数 1月末現在
A ク ラス 20名 9 名 11名 7名
B ク ラス 11名 ･6 名 ■15名 9 名
.
■C.ク ラ ス,
･
10名 9 名. 8 名 8 名
D クラ ス 14名 8 名
E ク ラ ス 8 名 6 名
滞在期間の短い研究者や途中で帰国する学生もい るため , や むを得度 い面もあるが,メ-カ リキ ュ
ラ ム や教授法を改善 して , 今後, 修了者を増やして い く必要がある｡
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3 . 3 秋季日本語 コ ー ス
今年度から医学部大学院で は日本語と日本事情が必修科目とな っ た ため , 秋季 コ ー ス に は そ の
ため の ク ラ ス を開講する必要が あ っ た｡ し か し, 履修対象者を見ると, 上級 レ ベ ル が 1名, 春季
か ら の初級継続者2名, 秋季か ら参加するゼ ロ 初級が1名と, レ ベ ル 差が大き い ｡ さ ら に , 今 ま
で参加で きる レ ベ ル が なか っ た中級者と富山大学で 集中の 日本語予備教育を修了 して きた学生2
名の ため に , 初中級 ク ラ ス も必要で ある｡ そ の為, 非常勤講師に よる補講の 2 クラ ス を継続初級
B ク ラス に 当て , 新 た に中級Dク ラ ス と上級E ク ラ ス を新設して , ゼ ロ 初級 A ク ラス と共 に専任
教官が担当する こと に した｡
[表7] 留学生相談室 2001年度秋季 日本語 コ ー ス時間割
秋季 コ ー ス は5 レ ベ ル 6 ク ラ ス の 日本語と日本事情の ク ラ ス を開講 し, どの 学生に も該当する
コ ー ス が週1回はあると いう体制にする ことが で きた. 従来, 開設され て い なか っ た中上級で は,
当初, 中級D に14名, 上級E に 8名の登録者があ っ た｡ ( [表6] 参照)
熱心な学生は隣接する レ ベ ル も と っ て週2回以上 ク ラ ス に参加し て い るが , 普通 の学生に は各
レ ベ ル は週1回ず っ な の で , 効果的とは言い がた い学習進度となる｡ ま た , 継続初級B クラ ス は
外国人と日本人の 非常勤講師の ため, ど うし て も母語別ク ラ ス に なり, 週 2回参加する学生は少
ない ｡ ま た, ゼ ロ 初級A クラ ス も, 全体 の ク ラ ス 時数の 関係で週1回となり , 過 2回 で あ っ た春
季 コ ー ス の よ うな学習進度は望めなく な っ た｡
今年度の 日本語 コ ー ス の 反省か ら来年度 へ の改善点を考えると, 春季 コ ー ス 程度 の学習進度を
確保するため に 初級 レ ベ ル の 強化が望まれる｡ 初級 レ ベ ル は, 1) 隣接する ク ラ ス で あ っ て も二
重履修が難しい , 2) 基礎的な文法力を短期間に習得する必要がある , 3) 本学に は対象者が多
い と い う3点か ら, 春季 コ ー ス 同様, 2 レ ベ ル 週2回ず つ の ク ラ ス が望ま しい ｡ 来年度は ク ラ ス
編成の効率を高め , 同じ ク ラ ス 数 で もより効果的な コ ー ス 設定 に改良する必要が ある.
4 . コ ン ピ ュ ー タによる 日本語教育
本学の留学生は大学院生が主体で あるため, 研究 に忙しく , 固定 した時間割の 日本語 コ ー ス に
継続的に 出席するこ とば極め て難し い ｡ ま た, 留学生の 日本語能力も不均衡であ り, 初, 中級 レ
ベ ル に比 べ て , 上級 レ ベ ル の学生は極端に少な い ｡ 授業時数の少なさや欠席の 多さ, ク ラ ス 人数
の不均衡等を , コ ン ピ ュ ー タ に よ る自律学習 シ ス テ ム を導入する こと で , 補う必要が あると考え
る｡ 今年度はそ の ため の準備期間とし て , 試験的なC AI(Co mputerAssisted Instru ctio n) 学
習を試みた｡
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4 . 1 初級ク ラ ス の C A暮学習
春季 コ ー ス の 初級A Bク ラ ス で は, コ ン ピ ュ ー タ に よ る動詞の 活用練習を2回行 っ た｡ 情報 セ
ン タ ー に 希望者を集め , 一 人 1台 コ ン ピ ュ ー タ を使用して , 各自の ペ ー ス で 2時間は ど活用練習
を行 っ た｡
7月1 2 日 A クラ ス 1) 動詞の グ ル - プ 分 け, 2) て 形,L 3) な い 形, 4) 辞書形,
( 木) 10名 5) た 形, 6) 普通体 ｢どう しか つ よ う 1｣
7月17日 B クラ ス 1) 普通体, 2) 意向形, 3) 可能形, 4) 受け 身形 ,
( 火) 3名 5) 使役形 ｢どう しか つ よう 1, 2｣
本学で は情報セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ が M acintosh なの で , 以前, 筆者らが金沢大学留学生
セ ン タ ー で 開発した ｢動詞活用練習 ソ フ ト｣ が そ の まま使用で きる｡ ま た , 情報セ ン タ ー に は ク
ラ ス 全員が 一 人 1台使用で きる台数の コ ン ピ ュ ー タが揃 っ て い る の で , 設備面で はか っ て な い好
条件で練習する ことが で きたo
しか し, 今回新た に本学の 問題点と し て , 平仮名の習得が十分で な い 学生が多く, コ ン ピ ュ ー
タ の操作に不慣れな学生も多い ことが明らか に な っ た｡ 特 に , は と ん どの 留学生が 日本語ワ ー プ
ロ ソ フ ト の使用に なれ て い な い こ とが練習の 障害とな っ て い た｡
｢動詞活用練習｣ の C A I練習に入る前に , コ ン ピ ュ ー タ操作と 日本語ワ ー プ ロ の操作練習を
し て おく ことが望ま しい こ とが明らか に な っ た｡ 来年度は準備段階と し て , 1) 日本語 ワ ー プ ロ
ソ フ ト の 操作法を教え , 2) 平仮名, 片仮名の 打ち出し練習を して か ら, 3) ｢動詞活用練習｣
をすると い う手順を踏む必要が ある｡
4. 2 留学生相談室の ホ ー ム ペ ー ジ
留学生相談室で は9月 に ホ ー ム ペ ー ジを開設 し, 時間割や オ フ ィ ス ア ワ ー の 連絡, 交流行事の
お知らせと日本語学習の 補強に使 っ て い る｡ ( [図1] 参照)
｢留学生相談室｣の頁で相談室の オ フ ィ ス ア ワ ー に つ い て知 らせ , 担当者の名前か ら担当教官
の ホ ー ム ペ ー ジ に リ ン ク して い る｡ ｢日本語ク ラ ス｣ の 頁で は日本語 コ ー ス の時間割や担当者,
教科書等を知らせ, ｢お知ら せ掲示板｣ で は行事, ク ラ ス の 開講, 休講な どを知らせ て い る ｡ ｢20
01年交流行事｣ の頁に は こ の 1年 の 行事 一 覧表があり, バ ー ベ キ ュ ー ･ パ ー テ ィ ー と五箇山遠足
の 報告記事と写真の頁に リ ン ク して い る｡
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[図1] 留学生相談室の ホ ー ム ペ ー ジの 構成 と リ ン ク
< 富山医科薬科大学ホ ー ム ペ ー ジ >
< 一 般教 育 >
< 民間の プロ バ イ ダ ー >
外部 へ は, コ ン ピ ュ ー タ に よ る 日本語学習の ため に , 民間 の プ ロ バ イ ダ ー に 設置した ネ ッ ト掲
示板 ｢プ ラ ザ｣ と富山大学人文学部の 共同研究者 (山崎けい子氏) の ホ ニ ム ペ ー ジ ｢ 留学生の部
屋｣ と ヘ リ ン ク して い る｡
4. 3 ネ ッ ト掲示板の議論による 日本語学習
｢留学生プ ラザ｣ の 頁は, 2001年度の試みと して , コ ン ピ ュ ー タ で イ ン タ ー ネ ッ ト 掲示板に よ
るC A I学習を実践するた め に作成した｡ 本学 の 日本語 コ ー ス で は, 上級ク ラ ス の 対象者が特に
少なく , ク ラ ス 内 で の 議論は人数が少ない ため盛り上が り に欠 ける ｡ そ の為, 富山大学の 共同研
究者の ホ ー ム ペ ー ジ と リ ン ク し, 人文学部の 留学生とネ ッ ト掲示板に よる議論を組織した｡ 授業
で取り上げた 日本事情の テ ー マ に つ い て 教材を読み, デ ー タ を参考に し て , ク ラ ス 内 で も議論を
す る｡ さ ら に , ネ ッ ト掲示板で富山大学の 留学生や日本人学撃と議論を し, 幅広 い意見を参考 に
しながら , 自身 の考えを深める ことを目指して い る｡
2 つ の大学の ホ ー ム ペ ー ジに作られ た, ｢ 留学生プ ラザ｣ と い う名前の 日本語学習の 頁か らネ ッ
ト掲示板 に リ ン ク し, 双方 の 留学生が掲示板を通 しそ議論できるよう に な っ て い る｡ 部外者の介
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入を排して , 会員だ けが パ ス ワ ー ドに よ っ て 掲示板に 入る ことが で きる よ う に した ｡ 取り上げた
テ ー マ と議論の 参加者を [表8] に示 した｡
[表8] テ ー マ と掲示板議論の参加者
喜≡.妻璽..=:二書::
辛 : :i■p::.■:
自 己 紹 介
富 山 大 11件 148字 2件 74字 総 件 数 29件
医 薬 大 6件 1 72字 7件 1､15字 平均字数 14 0字.
教 育
- い じ め 問 題 -
富 山 大 11件 246字 ･3件
269字
総 件.数 25件
医 薬 大 7件 230字 平均字数 219字.
ジ ェ ン ダ ー
夫 婦 別 姓 問 題
富 山 大 lo件 379字 3件
359字
総 件 数 20件
医 薬 大 6件 443字 平均字数 395字
表で見る通り, 挨拶や応答を除い た, 意見を述 べ る発言の 1件当たり の平均字数はテ ー マ を追 っ
て 伸び て き て い る｡ 学生も次第に鋭く議論を進める よ う に なり , 進歩が著し い ｡
富山大学の人文学部の学生は日本語能力が上級の 短期留学生で あり, 本学 の 日本語E ク ラ ス の
学生は, 日本語能力が中上級の大学院生で ある｡ 性格の 異なる こ の 2 グル ー プ の学生の議論は実
り多い もの で あ っ た｡ 学部生は大学院生の成熟 した幅広い意見に学び, 大学院生 は日本語の上手
な学部生に対 して , 真剣 に準備 し, 緊張し て意見を述 べ て い た｡ 文法的な間違 いも短期間に急速
に改善され, 議論も大い に盛り上が っ た｡ 授業 の 中だ けの 討論で は, こ れ ほ ど真剣に準備もしな
い し, こ れ ほ ど熱心に意見を書い て もこ な い ｡
他大学の学生 との ネ ッ ト掲示板の 議論は大変よい 刺激に なり , ク ラ ス の人数の 少な い本学の留
学生に と っ て特 に効果が大きか っ た と言え る｡
5 . 今後の展望
今年度の 留学生相談室の 活動の成果と し て , 生活面で は , 1) 留学生相談を開始して , 相談室
に釆な い 学生グ ル ー プ の 存在を把握した こと , 2) 国際交流組織相互の 連絡を強め, 協力体制を
築い た ことが挙げられる｡ 日本語学習の面で は, 1) コ ー ス 設定 の基本計画が固ま っ た こ と, 2)
コ ン ピ ュ ー タ に よ る日本語学習 (C AI) の 効果と問題点が 明確化した ことが挙げられる｡
来年度以降, 生活面で は, 全て の 学生と コ ン タ ク ト をとるため に , 問題 の 所在を明らか にする
調査を実施する こと, ま た, 国際交流行事ばかり で なく , 日常的な問題に対処す る ボ ラ ン テ ィ ア
活動を始める こ とを考え て い る｡ 日本語学習面で は, コ ー ス 設定を改善し, カ リ キ ュ ラ ム や シ ラ
バ ス の 工夫 で 修了者を増や す努力をする こと, コ ン ピ ュ ー タ 学習をさら に工 夫して 進める こ とを
計画して い る｡
現在, ｢留学生プ ラザ｣ に は, 上級 ク ラ ス , 初中級ク ラ ス で使 っ た読解教材を入れ た ｢教材ラ
イ ブ ラ リ ー ｣ の 頁も作 っ て あ る｡ 将来 , こ こ に十分な教材が蓄積され る の を待 っ て , ク ラ ス 授業
に参加で きな い学生の ため の コ ン ピ ュ ー タ に よ る自律学習 コ - ス を始める計画で ある｡ ま た, 様々
なタイ プ の コ ン ピ ュ ー タ 学習を有機的に 結合して , 授業を補う総合的な コ ン ピ ュ ー タ 日本語学習
シ ス テ ム を, 今後開発して い きた い と考え て い る｡
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<御 礼 >
民間の プ ロ バ イ ダ ー に パ ス ワ ー ド付きの ネ ッ ト掲示板を設置する にあたり, 情報化推進室の草島
伸雄氏に御尽力い ただきま した ことを こ こ に 御礼申し上げます｡
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[図2】 留学生相談室来談者男女別
留学生相談室来談者男女別
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[図3] 留学生相談室来談者の属性
留学生相談室来談者の属性
[図4] 留学生相談室来談者出身国
留学 生相教 室来執着出身 国
【図 5] 留学生相談室月別来談者
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